
 
 
 

 

  
 

今回はかかりつけ薬局、かかりつけ薬剤師について紹介します。 

＜かかりつけ薬局＞ 医師から処方された薬はどこでも受け取れるけれど、かかりつけ薬

局で受け取ることをお勧めします。一つの薬局で一元的に管理できれば、同じ効果の薬が

出ていることに気づいたり、薬の飲み合わせのチェックもできます。 

処方された薬だけでなく、サプリメントや介護用品についてもかかりつけ薬局に相談しま

す。 

～こんなことありませんか?～ 
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そんな方に 
かかりつけ薬剤師の存在を知ってもらいたい 

困ったときに頭に思い浮かべる薬剤師 

そんな薬剤師を味方につけて下さい 
 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

しいのみ薬局   関市上白金 105-1      ☎:0575-27-0130   Fax:0575-27-0131 

しいのみｾﾝﾀｰ薬局 岐阜市北山 1-14-27    ☎:058-241-1818  Fax:058-241-1839 

華陽しいのみ薬局 岐阜市祈年町 1-19-2   ☎:058-271-1640  Fax:058-275-1949 

南しいのみ薬局  岐阜市芥見南山 2-8-47  ☎:058-244-2112  Fax:058-244-2110 

お薬 や｢健 康 食 品 ｣のことなどに関 してお気 軽 にご相 談 下 さい。ファルマネットぎふ ホームページ（http://www.gifu- 

min.jp/pharma/ 

 
 

かかりつけ薬剤師とは 
・ひとりの薬剤師がひとりの患者さんの服薬状況を一か所の薬局

でまとめて管理し、それを継続して行います 

・薬局が開いていない時間にもお薬の相談ができ、サポートをしま

す 

・処方医や医療機関と連携します 
 

かかりつけ薬剤師を持つための手続き 
・説明をうけてから、署名が必要になります  

・負担金が発生します 

通常の薬剤服用歴管理指導料に代わり、かかりつけ薬剤師指導料

という負担が発生します 

・1 割負担で 10 円～30 円くらい増えます。 

・万が一他の薬局を利用するときはかかり 

つけ薬剤師がいることをお伝えください 
 


